
域
を
守
っ
た
。
数
年
の
後
罪
を
得
、
前
聞
利
家
に
七

尾
城
で
請
し
て
裁
に
留
り
、
信
長
の
施
後
除
去
千
俵

脅
受
け
、
次
い
で
柳
ヶ
識
の
役
に
戦
功
あ
り
、
二
千

依
を
加
へ
、
翌
年
前
回
秀
織
と
共
に
棒
幡
械
を
守
り
、

末
森
の
役
に
出
陣
し
、
十
三
年
秀
吉
越
中
討
伐
の
鑓

北
下
の
際
、
加
賀
松
任
の
目
代
と
し
、
租
入
四
高
石
を
.

管
せ
し
め
ら
れ
た
。
居
る
こ
と
三
年
で
踏
め
、
勝
増

し
て
五
千
石
に
去
り
‘
返
老
の
後
長
子
秀
澄
の
千
石

を
食
み
、
慶
長
十
六
年
授
。
子
孫
代
々
務
に
仕
へ
る
。

テ
ラ
-
-
シ
マ
サ
ノ
プ
寺
酉
正
信
事
保
三
年
焚

叉
入
郎
の
沼
知
ご
百
三
十
石
を
襲
ぎ
、
後
援
問
御
前

附
御
用
人
と
な
り
、
五
十
石
を
加
ヘ
、
延
亭
ご
年
七

十
四
歳
を
以
て
夜
し
た
。

テ
-
7
Z
シ
マ
ツ
ヒ
デ
寺
酉
松
秀
遡
稽
九
兵
衛
。

治
兵
衛
秀
則
の
弟
。
織
田
信
長
に
仕
へ
て
尾
張
寺
西

村
に
毘
り
、
前
田
利
家
の
妹
を
室
と
し
た
。
そ
の
子

に
奥
市
郎
努
長
が
あ
る
。

テ
ラ
-
-
シ
ョ
ウ
ケ
ン
寺
西
護
見
金
縛
の
町
外

科
で
、
事
保
十
八
年
七
用
授
。
そ
の
子
理
伯
亦
養
見

の
名
を
嗣
ぎ
、
同
じ
く
町
外
務
を
業
と
し
、
資
踏
十

年
七
月
夜
し
た
。

テ
ラ
ノ
デ
寺
ノ
出
鳳
至
郡
山
俸
の
内
の
小
字
。

テ
ラ
ノ
ヒ
ラ
辛
卒
好
材
一
一
鳳
京
都
ご
叉
川
の

内
の
小
字
。

テ
ラ
バ
タ
ケ
寺
畠
能
業
部
徳
橋
郷
に
鹿
す
る

部
務
。テ
ラ
プ
ギ
ヨ
ウ
寺
奉
行
元
利
四
年
十
月
ご
十

八
日
能
脅
総
持
寺
に
建
て
た
制
札
の
文
申
に
、
寺
事

行
の
訴
が
敏
腕
に
見
え
る
。
後
の
寺
祉
事
行
が
起
る

初
で
あ
ら
号
。

テ
ラ
プ
ン
寺
分
鳳
至
郡
上
町
野
郷
に
毘
す
る

邸
帯
。
も
と
字
加
探
な
る
大
莱
寺
の
寺
百
姓
で
あ
っ

た
。
能
菅
名
跡
志
に
、
『
寺
分
村
廷
し
。
此
腕
は
此
寺

-T-フ
l
l
-
T
ン

の
百
姓
な
り
し
名
也
。
』
と
あ
る
。

テ
ラ
マ
チ
寺
町
河
北
部
鞍
月
庄
に
闘
す
る
邸

落
。テ
ラ
ヤ
マ
寺
山
江
沼
郡
大
連
寺
か
ら
南
に
顕

る
こ
と
四
粁
許
、
骨
宇
領
に
あ
る
山
で
、
嶺
上
に
観

世
普
が
あ
る
。

テ
ラ
ヤ
マ
寺
山
羽
咋
郡
禦
川
の
内
の
小
字
。

テ
ラ
ヤ
マ
寺
山
胤
京
市
部
下
町
野
郷
に
鴎
す
る

部
務
。
各
所
に
分
散
し
て
、
阿
別
笛
・
況
愉
・
杉
木
・

大
窪
・
北
口
・
営
ヶ
ロ
・
猿
ャ
馬
場
・
河
原
谷
内
・
申
J

谷
内

の
名
が
あ
る
。

テ
ラ
ヤ
マ
ガ
ハ
寺
山
川
鴎
阜
市
部
寺
山
領
山
か

ら
渡
し
て
大
野
川
と
合
流
す
る
。

テ
ラ
ヰ
寺
井
能
奨
郡
板
棒
郷
に
臨
す
る
都

帯
。
こ
の
邑
の
奥
野
八
幡
前
世
に
胸
高
胤
附
六
米
の

E
松
が
あ
る
。
=
一
宮
古
記
近
年
水
引
制
人
沙
汰
滋
分

事
の
僚
に
、
『
河
よ
り
南
方
、
寺
井
・
安
宅
・
翻
箆
』
と
あ

り
、
白
山
三
位
祭
御
供
用
途
事
の
僚
に
は
、
『
A
H
抗
十

一
貫
文
者
、
右
所
池
上
之
紋
如
件
。
正
和
元
年
四
月

サ
六
日
、
寺
井
市
住
門
川
一
』
と
見
え
る
。

テ
ラ
ヰ
タ
タ
-
-
寺
井
九
谷
安
保
申
陶
工
庄
三

が
能
美
郡
寺
井
に
於
い
て
磁
器
に
着
櫛
し
て
か
ら
、

以
後
そ
の
地
附
廷
に
製
作
せ
ら
れ
る
も
の
や
・
い
ふ
。

テ
ラ
ヰ
グ
チ
寺
井
口
朝
食
義
景
の
八
月
十
五

日
附
、
有
賀
秦
六
戸
直
政
〉
宛
所
の
感
放
に
、
『
去
卯
且

十
入
日
於
加
賀
闘
能
奨
郡
寺
井
口
合
戦
之
時
首
一
討

捕
之
云
々
』
と
あ
る
。
こ
の
職
の
年
紀
は
来
靴
作
で
あ

る。
テ
ラ
ヰ
タ
ヨ
ウ
寺
井
城
能
美
郡
寺
井
に
あ
っ

た
。
質
永
誌
に
こ
の
村
領
に
城
跡
が
あ
っ
て
‘
安
井

左
近
と
い
ふ
者
が
居
住
し
た
と
い
ふ
が
、
今
は
岡
地

と
な
っ
て
跨
る
と
あ
る
。

テ
ラ
ヲ
カ
ツ
ア
キ
ヲ

寺
尾
克
灼

手
は
知
若
。

鵡
川
有
父
に
鐸
胤
引
を
習
ひ
、
京
国
五
十
問
答
術
集
の

著
が
あ
り
、
大
停
正
慌
之
が
校
訂
に
笛
っ
て
ゐ
る
。

克
灼
は
後
に
川
崎
氏
を
胃
し
た
。

テ
ラ
ヲ
ケ
ン
Z
イ
寺
尾
賢
英
石
川
郡
金
石
鑓

宗
東
源
妙
鍵
寺
の
術
。
初
め
金
様
相
伊
照
寺
に
生
ま
れ

た
。
字
は
鳳
随
、
欣
笑
院
と
癖
し
、
明
治
の
初
寮
司

に
任
ぜ
ら
れ
、
三
十
五
年
入
居
三
十
一
日
寂
、
亭
年

不
詳
。
大
正
十
三
年
擬
講
を
贈
ら
れ
た
。

テ
ラ
ヲ
シ
ロ
ベ
Z

寺
尾
四
郎
兵
衛
元
佐
久
間

椛
政
の
隠
。
賎
ヶ
級
役
の
翌
天

E
十
ご
年
前
回
利
長

に
仕
へ
て
、
加
秩
七
百
俵
に
烹
り
、
次
い
で
慶
長
五
年

利
長
に
従
号
て
大
禦
寺
城
攻
繋
に
出
陣
し
、
大
普
厚

用
に
飼
い
て
融
城

E
門
外
随
屋
上
ヘ
欝
稜
奮
闘
し
、

此
の
時
加
思
三
百
石
荷
受
け
、
六
年
氏
を
生
田
と
股

め
た
。
子
孫
富
山
務
に
悦
捜
す
る
。

・
テ
ヲ
ノ
ハ
ジ
メ
手
斧
初
大
工
の
仕
事
初
を
い

ふ
。
務
政
の
時
正
月
ご
日
の
未
明
か
ら
之
を
行
う
た
。

テ
ン
ア
ン
ゼ
ン
シ
ヨ
天
膳
髄
曙
留
抑
制
宗
の
併
。

能
驚
の
人
。
初
め
永
光
寺
の
明
崎
議
哲
に
従
う
て
祝

髪
し
、
無
等
態
崇
に
よ
り
て
滋
究
し
た
が
、
塗
に
永

光
寺
に
晋
み
、
総
持
寺
に
縛
じ
、
加
賀
の
開
認
寺
に

退
い
て
示
寂
し
た
。

テ
ン
Z
キ
ジ
シ
ヤ
天
易
傍
若

J
ト
ガ
ジ
ャ
ス

ト
Y

話
機
饗
俊
。

テ
ン
オ
ウ
天
翁
加
賀
務
組
前
回
利
家
の
児
況

郎
兵
衛
安
勝
の
法
説
。
祥
し
〈
は
天
翁
道
諸
民
士
。

テ
ン
ガ
イ
チ
天
下
一
実
利
ご
年
入
用
の
加
賀

務
の
令
に
、
町
方
で
諸
事
実
下
一
と
縛
す
る
こ
と
を

停
止
す
る
と
あ
る
。

-T
ン
ガ
イ

F
タ
リ
ュ
ウ
天
外
濁
龍
金
調
抑
留
洞

宗
貸
園
寺
サ
=
一
代
の
住
持
。
生
凶
は
越
後
。
寛
政
元

年
十
一
月
長
州
秩
青
白
住
寺
よ
り
遜
山
し
、
九
年
十

一
月
隠
居
、
文
化
元
年
正
用
十
三
日
遜
化
し
た
。

-圃

テ
ン
ガ
イ
ヤ
マ
ヌ
涯
山
菅
生
石
部
前
世
所
蔵

臆
永
ご
十
年
十
一
周
ご
日
預
所
筑
前
守
知
識
制
替
の

申
に
、
『
山
一
所
天
涯
山
、
東
限
湖
上
、
南
限
毘
沙
門

蛍
林
、
西
北
限
大
道
。
右
件
問
地
山
畠
等
者
‘
重
代

相
偉
富
基
庄
預
所
分
也
云
々
。
』
と
あ
る
。
こ
の
天
涯

山
は
江
沼
郡
柴
山
湖
畔
で
あ
ら
う
が
、
位
置
は
明
ら

か
で
な
い
。

テ
ン
ガ
ダ
-
-
天
賀
谷
河
北
郡
山
上
春
日
祉

ハ
今
小
坂
紳
枇
〉
の
境
内
に
在
る
。
勉
尾
記
に
、
『
こ
の

地
古
へ
台
衝
の
倒
閣
多
か
り
け
ん
、
今
も
濁
鈷
・
金

備
な
ど
掘
出
す
こ
と
あ
り
と
春
日
の
枇
家
諮
り
き
。

き
れ
ば
天
賀
谷
の
名
も
夫
議
谷
の
意
に
で
、
践
・
Z
人
蓋

を
捨
て
し
谷
な
ら
ん
か
。
』
と
記
し
て
ゐ
る
。

テ
ン
ガ
ハ
ヤ
マ
ヌ
川
山
悶
軍
部
石
休
場
の
部

務
か
ら
東
方
に
在
る
山
。
高
さ
四
五
七
米
。
地
質
調

.
石
安
山
岩
。

-
T
ン
カ
ン
セ
キ
天
演
右
石
動
山
天
平
寺
に
於

い
て
紳
石
と
し
て
隼
ば
れ
た
も
の
。
動
字
石
と
も
い

ふ
。
能
稜
名
跡
志
に
『
石
動
山
は
一
一
，
宮
よ
り
一
里
牢

寝
る
な
り
。
一
閥
第
一
の
高
嶺
な
り
。
普
此
山
は
天

よ
り
皐
務
ち
て
.
石
と
な
る
。
天
漢
石
と
践
す
。
今
講

堂
の
前
に
在
。
』
叉
縁
起
に
は
、
『
往
昔
塁
天
よ
り
墜

ち
て
一
=
石
に
削
れ
三
方
に
散
る
。
そ
の
一
は
大
日
本

北
路
州
能
脅
閥
金
剛
諮
大
賀
満
宮
に
wm
つ
。
こ
の
石

を
動
字
石
と
名
づ
〈
。
こ
れ
あ
る
が
放
に
石
動
山
と

い
ふ
。
』
と
あ
る
。
し
か
し
隠
石
の
類
で
は
な
く
、
輝

石
安
山
岩
た
る
に
過
ぎ
ぬ
。

テ
ン
ガ
ン
ポ
ン
ド
ウ
天
鰻
鎗
宣
.
石
川
滞
留
澗

宗
大
莱
寺
四
十
九
代
の
住
持
。
信
機
の
入
。
貸
隠
十

年
信
漉
貞
麟
寺
準
雲
に
よ
っ
て
出
家
し
、
天
明
五
年

間
闘
嬢
松
寺
太
屋
の
随
意
曾
に
首
職
で
あ
っ
た
。
同

年
鑑
雲
に
俸
法
を
受
け
、
六
年
相
州
長
安
寺
に
住
み
、

寛
政
ご
年
永
平
寺
に
瑞
慨
し
、
入
年
貞
勝
寺
に
移
り
、

五
六
七


